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１．研究計画の概要 
本研究は、沙漠化の危機に直面している

ユーラシアステップの保全を究極の目的
とし、そのために、現在ステップの健全な
生存を脅かしている大規模農耕や牧畜等
の人為圧の影響を評価することにより、ス
テップおよびその生物多様性を保全しよ
うとするものである。このため、毎年調査
対象国を一カ国選定し、そこで 3-4 週間に
亘って現地調査を実施することとする。具
体的な調査としてフロラ調査、植生調査、
生態調査、土壌調査を行い、さらに土地利
用の履歴など人為に関する聞き取り調査
を行って、現状を詳細に把握しつつ保全の
方策を探る。 
 
２．研究の進捗状況 

4 年の調査期間中、年ごとに調査地を定
め、現地で 3-4 週間の実地調査を行ってい
る。これにより、それぞれの地域での草原
の実態が明らかになりつつあると同時に、
相互比較により、地域の特殊性や共通性な
ども明らかになり、ユーラシアステップの
全体的な理解が深まりつつある。今のとこ
ろ、着実に調査を実施しており、研究成果
も着実に上がってきている。 
 
３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
これまで、カウンターパートに恵まれた

こともあり、1 年 1 カ国の計画通りに順調
に調査・研究が進行している。これにより、
東西 8000 キロを超えるユーラシアステッ
プの全体像が明らかになりつつある。とく

に、モンゴル・中国の東部ステップと、カザ
フスタン・ウクライナなどの西部ステップと
では、フロラや植生、土壌などに大きな違い
があることが判明した。これは、当初の予想
になかった画期的な、世界で初めての研究成
果である。 
昨年・一昨年でその境界付近のモンゴル西

部と中国新疆ウイグル自治区の調査を行い、
残された大きな空白地帯はロシア南部だけ
となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本年は、ロシア南部の調査を予定しており、

現在カウンターパートと、調査許可などの手
続きを行っている。この調査が完遂できれば、
東は中国・内蒙古、モンゴルから、西はウク
ライナまで、大雑把ではあるもののユーラシ
アステップのほぼ全域を調査することにな
る。 
東部ステップと西部ステップとでは、フロ

ラ、植生、土壌に大きな違いがあることから、
その保全についても画一的な対策ではなく、
地域性を考慮した保全対策を立てる必要が
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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